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GRANDSTREAM 設定マニュアル 

 GXP1620／1625 

 

【準備】 

手順１：IP アドレスを確認 

① 【NextScr】ボタンを押します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② IP アドレスが表示されますので、控えておきます。 

※表示されない場合は、ネットワークに接続されていないか、DHCP 接続でない可能性があります。 

 ネットワーク（ルーターなど）に詳しい方にご相談ください。 
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手順２：ブラウザで接続（Google Chrome や Microsoft Edge など） 

① ブラウザにてログインする 

手順１で確認した IP アドレスをブラウザに入力して接続する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ログイン時に、エラーがでる場合は、他のパスワードが設定済みです。社内でご確認ください。 

※初めてログインされる場合は、パスワードの変更が求められます。 

 

 

 

 

 

 

【設定値】 

ユーザー名:admin 

パスワード:admin 

言語：日本語 

電話機に表示された IPアドレスを打ち込んで下さい。 
例：192.168.11.11 
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--手順３：内線・アカウント情報の情報等を入力・設定 

①メニュー【アカウント】タブ内「アカウント 1」→「一般設定」 

〈アカウント名〉・・・・内線番号 

〈SIP サーバー〉・・・・SIP サーバー 

〈SIP ユーザーID〉・・・SIP-ID 

〈認証 ID〉・・・・・・・SIP-ID 

〈認証パスワード〉・・・SIP パスワード 

〈名前〉・・・・・・・・内線番号 

※【全 6 か所】入力を行い、保存して適用します。 
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②メニュー【アカウント】タブ内「SIP 設定」→「基本設定」 

登録期限を「1」 

ローカル SIP ポートを「5070」を設定し、保存して適用  

※「15070」等でも大丈夫です 

 

③ メニュー【設定】→「preference」→「日付と時刻」→タイムゾーンを設定「GMT+09：00」設定し、

保存して適用 

 
 

5070を設定 

※変更する事で不正な攻

撃を防ぎます 

 

。 

「１」を設定 

※稀に着信がされない不

具合を防ぎます。 
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④ メニュー【設定】→「一般設定」→STUN サーバ 

 「stun.l.google.com:19302」設定し、保存して適用 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ メニュー【設定】→「コール機能」→Attended Transfer Mode「Dynamic」設定し、保存して適用 
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⑥ メニュー【メンテナンス】→「言語」⇒表示言語「日本語」設定し、保存して適用 

 

 

 

⑦メニュー【アカウント】→「Feature Codes」→コール機能有効化「NO」に設定し、保存して適用 

   ※コ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧メニュー【アカウント】→「通話設定」→Key As Send を 「無効化」 

同じく、ダイヤル規則を「{ x+ | *x+ | *xx*x+| [*#x]+}」に設定し、保存して適用 

 ※ダイヤル規則のデフォルトは「{ x+ | *x+ | *xx*x+}」ですので「| [*#x]+」を追加。 
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--手順５：設定確認 ‒ 

①メニュー【状態】→「アカウント状態」→SIP 登録を確認 

YES になっていれば、ご利用可能です。 

 
 

 

--手順６：確認 -- 

発信着信のテストを行い、不具合のないようでしたら終了です。 

 

 

--補足：保留と保留解除方法 -- 

【保留】通話中状態で、HOLD:保留 ボタンを押します。相手には保留音が流れます 

【保留解除】保留中に、HOLD:保留 ボタンを押します。相手と通話状態になります。 

 

  

--補足：転送方法 -- 

①通話状態で、TRANSFER:転送 ボタンを押します。 

 

 

② 転送したい内線番号を押して発信 ボタンを押します。 

 

 

③ 転送したい相手と通話状態になりましたら要件を伝えます。 

④ 転送ボタンを押します。自身の電話は切れますが、通話相手と転送先が通話状態になります。 
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GRANDSTREAM 取り扱い説明書 

 GXP1620／1625 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＸＰ１６２０（１６２５）とは、当サービスにてお使いいただける IP 電話機です。 

一般加入電話としてはご利用できません。 

本製品をご利用いただくため には、インターネットサービスプロバイダーに加入しておくことが必要です。 

 

 

【電話機構成①】 
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【電話機構成②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンドセットポート 付属のハンドセット（受話器）と接続します 

ヘッドセットポート ヘッドセット（別売）を接続することができます 

LAN ポート LAN に接続します。GXP1625 は PoE に対応しています。 

PC ポート PC 等と接続することができます 

電源ポート 付属の AC アダプタと接続します 

 

【液晶アイコンの説明】 

 

 

 

 

※LAN ポート、電源ポート、ハンドセットポートの接続は、基本必須となります。 

※1625 のような PoE に対応してる場合は、POE-HUB より給電する事で、電源ポートが不要となります。 
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【ボタンの説明】 

 

■ソフトキー 

次画面 待ち受け画面、日時と IP アドレスが表示されます。切り替えるには、このボタンを押してください。 

全転送 無条件に、別の電話へ電話線を転送します。 

再発進 直前にかけた相手にかけ直す事ができます。相手が話し中や留守の時のかけ直しに便利です。 

不在着 このオプションは、この電話への非応答の通話を示します。表示された番号を選択し、受話器を取ら

ず にリダイアル/ハンドセットボタンを押すと発信することが出来ます。 

受ける／拒否 着信を受けるか、受けとらないかを選ぶことが出来ます。 

終了 コールを終了します。 

 

■キーパッド・ボタン 

LINE1/LINE2 

 

回線の切り替えボタンです。「LINE１」「LINE２」それぞれに回線を設定できます。 

Page/Intercom ボタン 「設定」「コール機能」「インターコムユーザーID」に電話番号を設定すると、ボタン押下して発信。

  通話成立後は自動的にスピーカー通話となりでインターフォンのようにして会話できる。 

HOLD:保留 

 

通話中、相手に待ってもらう時に使用します。こちらの声や音は相手に聞こえません。 

Record ボタン 

 

通話中に押すと録音が開始されるが録音するには、Grand Stream のサーバー(UCM61xx)が必要。 

※当サービスでの使用は推奨致しておりません。 

Menu メニューボタン 

 

電話機にセットされた設定が確認できます。上/下/左/右に移動する４つのナビゲーションキーを押

し てください。通話中に押していただくと、音量の調節が出来ます。 電話が使用されていない場合

に、キーパッド・コンフィギュレーション「MENU」モードを入力するために は、中心に円形のボ

タンを押してください。 あるいは、キーパッド・コンフィギュレーション中にいる場合 ENTER キ

ーとしてそれを使用してください。 

消音 

 

待ち受け時は着信拒否モード、通話中は自分の音声が相手に届かなくなります。 

ヘッドセット 

 

ヘッドセットを使用する際に利用します。 

TRANSFER:転送 

 

電話機の機能として、転送をすることが出来ます。 

CONF:会議 

 

電話機の機能として、今の通話に第三者を参加させることが出来ます。 

※当サービスでの使用は推奨致しておりません。 

発信ボタン 

 

ハンドセットモードを有効/無効、または再ダイヤル/発信として使用出来ます。 

スピーカー 

 

着信を受けるか、受けとらないかを選ぶことが出来ます。 

ボリュームキー 

 

受話音量を 7 段階に調節します。 

 



11 
 

■メニューボタン 

メニュー円形ボタン 待ち受け時、設定メニューに進みます。Enter キーとしても利用します。 

メニュー上キー 待ち受け時、メニュー上キーを押すことで不在着信を表示します。 

メニュー下キー 待ち受け時、メニュー下キーを押すことで発信履歴を表示します。 

メニュー右キー 待ち受け時、メニュー右キーを押すことで着信履歴を表示します。 

 

 

■設定メニュー表記説明：待ち受け時メニュー【●】ボタンを押すと表示されます。 

通話履歴 受信履歴、発信履歴、不在着信履歴、転送電話の確認と削除が可能です。 

状態 ・ネットワーク状態 IP 設定情報（DHCP/Sta c IP/PPPoE), IPv4 address, IPv6 address, MAC, サ

ブネットマスク、ゲートウェイ、 DNS サーバー、NTP サーバーの確認  

・アカウント状態：登録済み/未登録 で表示されます。 

・システムステータス：ハードウェア、ソフトウェアバージョン、IP Geographic Informa on、特別

機能の確認 

連絡先 ・ローカル電話帳：電話帳を表示します。新規追加・編集・削除が可能です。 

・ローカルグループ：電話帳グループを表示します。グループ新規追加・編集・削除が可能です。 

・Broadsoft 電話帳 

・LDAP ディレクトリ：LDAP ディレクトリオプションの設定・探索。非 ASCII 文字は非対応。 

メッセージ インスタントメッセージ 留守番電話の確認 

お好み設定 ・受信拒否：着信拒否設定と解除します。 

・着信音：デフォルト着信音、着信音 1～3 より選択します。 

・着信音量：Level1～Level7 より選択します。 

・LCD コントラスト設定：Level1～Leve5 より選択します。 

・LCD 明るさ：Active と待機中を Level1～Level8 より選択します。  

・XML 形式 SCR ダウンロード：XML 形式待受スクリーンファイルをダウ j ンロードします。 

・カスタム SCR 削除：カスタム XML 形式待受スクリーンファイルを削除します。 

・表示言語：表示言語の変更が可能です。 

・日付時刻：タイムゾーンの設定と NTP サーバーを設定します。手動設定も可能です。 

・セキュリティ 
キーパッドメニュー 無制限/基本設定のみ/制限モード/ロック中モード 

Weｂアクセスモード： HTTP/HTTPS を選択します。 

SSH を無効にする いいえ/はい 

・イヤホンタイプ：普通/Plantronics EHS から選択します。 

・アスタリスクキーロック：キーロックの有効/無効を設定。 
有効にすると＊ボタンを⾧押しでキーパッドがロックされます。 

パスワード キーパッドロック解除のパスワードを設定可能です。 

IP アドレスダイヤル IP アドレス宛に直接発信します。 

電話 ・SIP：アカウントごとに SIP アカウント設定を行います。 

・コール機能：アカウントごとに転送設定を行います。転送番号を入力して保存します。 

システム ・ネットワーク：ネットワーク情報を設定します。 

・アップグレード：ファームウェア更新サーバ 

・UCM の検出 
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・Auteentication 

・工場出荷設定：音声ループバックテスト/診断モード/キーボード診断/Cer ficate Verifica on 音声

やボタンの動作を確認できます。 

・工場出荷設定に戻す 

再起動 電話機を再起動します。 

 


